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平成２７年度中部運輸局愛知運輸支局功労者等表彰が、１０月９日 

に愛知県トラック会館で盛大に開催されました。 

愛車協からは事業役員功労者等表彰として「加藤隆明」前理事長が、  

受賞されました。大変、おめでとうございました。 

 小林愛知運輸支局長より表彰を受ける「加藤隆明」氏  → → → 

 
１１月９日午前、上半期決算書類の監事監査が行われ、すべて 

適正に表示されていると認められました。 

← ← ←  総務会（写真） 

また、同日１４時より愛車協事務室内で総務会が開催されました。

全員出席のもと、２６日理事会の議題である「規程の見直し」に

ついて討議され了承されました。 

その他、上半期の決算報告、理事会提出の報告がされました。 

 

１１月１８日 開催予定の「教育委員会並びに特認部会、推奨部会合同研修会」の内容 

①場所：名古屋市工業研究所４Ｆ第二会議室（熱田区六番町三丁目４－４１） 

②定員：６３名   ・会費：１５００円 

③講師：午前－関係法令等（愛知運輸支局２名）  

 午後－マイナンバーについて（山口隆司税理士） 

お申し込み未だの方は、事務局までＦＡＸお願いします。（ＦＡＸ：０５２－８７２－９５１０） 

 
１０月７日開催の日車協理事会で、愛車協金原理事長が日車協連の「経営委員会の委員長」及び 

「法関係対策委員」に就任されました。 

また、日車協連の副会長には引き続き大阪の「山元康史」氏及び北海道の「平塚睦子」氏が就任 

されました。新執行部による新たな日車協連の体制に大いに期待したいものです。 

 
夏から始まりました自動車会館本館解体工事が遂に１０月下旬

に終了しました。 現在、すっかり本館が無くなった跡地は、 

綺麗に平らに整地作業が行われております。１２月９日には、 

地鎮祭が行われいよいよ新館の着工に取りかかります。 

← ← ←  写真正面の２階が愛車協事務所です。 

愛車協事務所にお越しの節は、仮事務所敷地内に８台の駐車場

がありますので、ご利用下さい。 

 



 

昨秋より中車協連協議会で取り組んできました、車体整備士を 

有する自動車車体整備事業の認証制度の創設を要望する署名用紙 

を愛知車協及び三重車協の理事長、専務が１０月２８日、 

中部運輸局長に提出しました。 

署名総数は４２５６枚で、内愛車協は５３７枚です。 

応対された「杉﨑友信」自動車技術安全部長は、 

「一般ユーザーの署名を真摯に受け止めて国交本省に報告したい。」

と述べられました。その後、１時間にわたり車体整備組合における問題点、要望等を話し合うこと 

が出来、有意義な署名活動の結果となりました。署名のご協力をありがとうございました。 

 
２ケ月に亘る調査依頼をお願いしました標記については、日車協連本部より回収率「７０％」の 

目標がありましたが、愛車協の最終回収組合員数は、「３４組合員、２４％」で報告しました。 
内訳は、特認１－１８、特認２－３、推奨－１８、無し－９の合計３４組合員でした。 
ご協力に感謝致します。 

 

第１９回教育委員会が１０月１５日 （木)１８時からから愛車協事務室内で開催されました。 

これには、理事長、特認部会長はじめ１１名の出席があり、上半期開催された「有機溶剤作業主 

任者の技能講習講習会」、「接合溶接等の研修会」及び「２級自動車シャシ整備士養成講習」の報告 

がされました。 

引き続いて、下半期開催予定の１１月１８日「教育委員会並びに特認部会、推奨部会合同研修会」

来年１月１０日・１１日の学科、２４日の実技を予定するアーク溶接講習会の大成功に向けて議論 

がされました。 

 

１０月２１日、事業委員検討会で「第４回賛助会員との意見交換会」 

の検討課題が協議され大筋決定しました。 

決定されましたので、多くのご参加をお待ちしております。 

☆開催日：１２月３日（木）    ☆参加目標：６０名 

・意見交換会：１６時～１８時   ・懇親会：１８時～２０時    

☆場 所：「ホテルサンルートプラザ名古屋」（昨年同様） 

 

今月初め、賛助会員の方から１本の電話がありました。 

「ありがとうございました。チラシを読んでもっと詳しい話を聞きたいと連絡をもらいました。」と。

四半期毎に事務局から皆さまにお届けする薄緑色の封筒に同封する賛助会員の方からの案内宣伝 

の効果です。   この封筒に同封する冊子・賛助会員の方からの案内文は、２年前から事務局員 

２人による手作業です。    皆さまに少しでも購入して頂けるには、どの順番に入れるのが最も

効果的なのか等々と熟慮しながら、真心を込めて封をしております。 

賛助会員の方からの「ありがとう」の一言が、「うれしさ」を倍増します (^o^)  (^o^) （ｙ.ｍ） 

 


